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 1）古環境研究グループ（Palaeo-Environment Research Group=PERG）
 2）物質文化研究グループ（Material Culture Research Group=MCRG）
 3）生業システム研究グループ（Subsistence System Research Group=SSRG）
 4）DNA 分析研究グループ（DNA Analysis Research Group=DARG）












2009 年 4 月 28 日
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　ドイツのボンで開催された IHDP(International Human Dimensions Programme) の会議で地球研
に割り当てられたセッションにおいて、上杉と長田の連名で長田が発表。発表のタイトルは
Diversity of Natural Resources and Human Activities in South Asia：Approach from the Indus Civilization で
ある。
2009年 5月 29日
　発掘報告会 ( 詳細はニュースレター第 5 号を参照 ) では、以下の発表がおこなわれた。
F. D. Kakar (Director-General, Archaeological Department, Pakistan Government) “On Archaeological 
Works in Pakistan”.
V. Shinde (Dept. of Archaeology, Deccan College, India) “Excavations at Farmana, Haryana, India 2008-
09”.
N. Saitou (National Institute of Genetics, Japan) “On the Burial Site at Farmana”.
J. S. Kharakwal (Dept. of Archaeology, Rajasthan Vidyapeeth, India) “Excavations at Kanmer, Gujarat, India 
2008-09”.
P. Ajithprasad (Dept. of Archaeology, The Maharaja Sayajirao University, India) “Excavations at Shikarpur, 
Gujarat 2008-09”.
Q. H. Mallah (Shah Abdul Latif University, Pakistan) “Further Archaeological Investigation in the Lower 








　ハーバード大学と地球研の共催によるラウンドテーブル ( 詳細はニュースレター第 5 号を参
照 ) では、以下の発表がおこなわれた。
13th Harvard University Round Table
ETHNOGENESIS OF SOUTH AND CENTRAL ASIA (ESCA)




Discussion on the dispersal of agriculture and domestic animals in Asia, especially South Asia .
Dorian Q Fuller (London University): Late Harappan “Collapse”, the Opening of Central Asia and Long- 
Distance Crop Movements.
Steven A. Weber (Washington State University): Cropping Strategies and the Indus Civilization: New Crops, 
Regional Variation, and Climatic Adjustments.
竹井恵美子（大阪学院大学）: Two Very Different Millets: Setaria italica and Spodiopogon formosanus, 
in Asia.
Richard Meadow (Harvard University):  The Spread of Domestic Animals in South and East Asia.
Current Trends in Harappan Archaeology
Jonathan M. Kenoyer (Wisconsin University): Cemetery Assemblages, Stratigraphy, and Chronology: A 
View from Harappa.
Brian Hemphill (California State University): Harappa: The Role of an Urbanized Bronze Age Populace in 
the Population History of South Asia. 
パキスタン考古・博物館局長官 F.D. Kakar 氏 ラウンドテーブル参加者
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Vasant Shinde (Deccan College): Human Burial Customs in the Ghaggar-Kutch Regions in the 3rd-2nd　
Millennia BC: An Analytical Approach.
P. Ajithprasad (Maharaja Surajrao University): The Harappan Burials in Gujarat .
May 31
Discussion on wide connection between South Asia and Gulf including issue on Indus scripts
Steve Farmer (Independent Scholar): The Collapse of the Indus-Script Thesis, Five Years Later: Massive Non-
literate Urban Civilizations of Ancient Eurasia.
Daniel Potts (Sydney University): Four World Quarters in the Late 3rd Millennium BC: Ur, Shimashki, 
Meluhha, Magan (and the Bits in Between).
Asko Parpola (Helsinki University): The Asiatic Wild Ass (Equus hemionus) in Harappan, Dravidian and 
Indo-Iranian Record.
On the diversity of wheat DNA types and linguistic diversity in India.
笹沼恒夫（山形大学）: Genetic Diversity of Afghan Wheat Landraces and Their Potential for Future 
Breeding. 
Hsin-Fu Yen (National Museum of Natural Science): Traditional Management of Agrobiodiversity on Rukai 
Aboriginal Peoples in Taiwan .
Michael Witzel  (Harvard University): A Hot Spot of Linguistic Diversity in the Greater Hindukush/Pamir 
Area: The Names of Agricultural Plants.
2009年 6月 5日
　Nilofer Shaikh さんを迎えての MoU（詳細はニュースレター第 5 号を参照）を締結。園田建に
よる地球研ニュースレターへの報告をここに転載しておく。
シャー・アブドゥル・ラティーフ大学との MoU 締結式





MoU（研究協力に関する覚書）を、去る平成 21 年 6 月 5 日に締結しました。
　2007 年に SAL 大学から Q.H. マッラー（Mallah）博士を招へい外国人研究員として迎え、
共同研究を進めてきました。そして、本プロジェクトのパキスタンでの調査をさらに進展
させるために、SAL 大学との間で MoU を締結する事に至りました。MoU の締結式にあたっ








































　ベトナム・ハノイで開催された IPPA（Indo-Pacific Prehistory Association）で以下の発表をおこなっ
た。
 長田俊樹：Environmental Change and Indus Civilization
 Jeewan Singh Kharakwal: Kanmer: A Harappan Site, Gujarat, West India: An Indo-Japanese Project.
 宇野隆夫：Excavation of Farmana, A Harappan Site, Haryana, India.
 寺村裕史：GIS Applications in the Indus Project, RIHN: Case Studies in Progress at Kanmer and  





































2010年 1月 28日～ 30日
　インド・ブジでの国際会議。こちらは別記する。
　これまでは時系列で紹介したが、それ以外に人的交流について述べておこう。








Toshiki Osada (ed.) (2009) Linguistics, Archaeology and the Human Past in South Asia. Manohar Publications, 
Delhi.
　出版物については、上記の本以外に、Occasional Paper の 8 号と 9 号の二冊と、Occasional Paper



















　2009 年 8 月下旬～ 9 月下旬にかけて、西ネパール・フムラ郡にあるララ湖において、完新世
後半のモンスーン変動を明らかにするために、湖底堆積物のコアを採取する調査を行った。プ
ロジェクトから 10 名を越すメンバーが協力し、6 本のコアを採取することに成功した。また
湖底や湖岸の地形調査も行い、これまで発表されていた地形データを詳細化することができた。
　その他、世界の文明と環境に関する研究動
向をさぐるため、前杢が 2009 年 10 月 17 日
～ 25 日までコペンハーゲン大学で開催され
たシンポジウムに参加し、情報収集と意見交
















　2009 年度は以下の 3 回の現地調査を実施した。





2）2009 年 9 月 14 日～ 9 月 29 日　三浦励一
　カーンメール、ウダイプル、ラクナウー






































ナンド大学において調査を実施した。本調査にかかる出張期間は、上杉が 4 月 15 日～ 5 月 24
日、7 月 15 日～ 10 月 31 日、1 月 21 日～ 3 月 24 日の計 3 回、遠藤が 7 月 29 日～ 8 月 26 日の





ヤピート大学考古学科である。遠藤が 7 月 29 日～ 8 月 26 日、12 月 21 日～ 1 月 17 日、1 月 26
日～ 3 月 24 日の計 3 回、小磯が 12 月 21 日
～ 1月 6日、2月 19日～ 3月 6日の 2回、宇野、
寺村が 11 月 3 日～ 11 月 11 日に出張し、作
業を行った。なお、宇野はプロジェクト研究
費外による参加であった。











英明とともにデンマークのコペンハーゲン大学で 10 月 21 日～ 23 日に開催された ʻPre-Modern 
Climate Change - Causes and Human Responsesʼ と題した学会に参加した。また、11 月 29 日～ 12
月 5 日にベトナム・ハノイ所在のベトナム社会科学院考古学研究所（Institute of Archaeology, 
Vietnam-Academy of Social Sciences）で開催された Indo-Pacific Prehistory Association の第 19 回学会に、
長田、宇野、寺村が参加した。2010 年 1 月 28 ～ 31 日にはグジャラート州政府考古局、ラージャ
スターン・ヴィディヤピート大学、インダス・プロジェクトの共催で学会を開催した。学会は
ʻGujarat Harappans and Rural Chalcolithic Culturesʼ というテーマでグジャラート地方のインダス文
明関連遺跡に焦点を置いたもので、インド国内だけでなく、日本、アメリカ、イタリア、フィ
ンランドなどから参加者があり、議論を深めることができた。



















牧と敷き草刈り － Yajurveda-Sam4 hitā 冒頭の mantra 集成とその brāhman
4
a の研究－』として刊行、

















































第 10 回　2009 年 5 月 16 日（土） 13:00 – 17:00
 13:00 – 15:00 『南アジア言語地図』検討会
 15:00 – 17:00  桐生和幸「ネワール語の文法」
第 11 回　2009 年 7 月 18 日（土） 11:00 – 17:00
 『南アジア言語地図』検討会
第 12 回　2009 年 10 月 10 日（土） 11:00 – 17:00
 『南アジア言語地図』検討会
第 13 回　2009 年 11 月 23 日（土） 11:00 – 17:00
 『南アジア言語地図』検討会（熊本大学）
第 14 回　2009 年 12 月 26 日（土） 11:00 – 17:00
 『南アジア言語地図』検討会
第 15 回　2010 年 2 月 12 日（金） 11:00 – 17:00
 『南アジア言語地図』検討会




日時：2010 年 3 月 15 日（月） 14:00 – 17:00
場所：　熊本大学文学部講義室
プログラム
 14:00 – 14:15 長田俊樹
    趣旨説明
 14:15 – 14:30 寺村裕史
    地理情報システム（GIS）を用いた言語分布の可視化
 14:30 – 14:45 稲垣和也
    南アジア諸言語の言語識別番号について
 14:45 – 15:15 大西正幸
    南アジア言語地図概観　インド＝アーリヤ諸語の分布
 （休憩）
 15:30 – 16:00 児玉　望
    ドラヴィダ諸語の分布
 16:00 – 16:30 長田俊樹
    ムンダ諸語／チベット＝ビルマ諸語の分布
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 16:30 – 17:00 パネルディスカッション
【言語記述研究会】
　「言語記述研究会」は、長田俊樹、大西正幸、森若葉の他、少数言語の記述を専門とする若





第 17 回　2009 年 4 月 3 日（金）14:30 – 17:00
 『地球研言語記述論集 1』の配布と内容の検討、2009 年度の予定
第 18 回　2009 年 5 月 20 日（木）14:30 – 17:00
 林由華  「宮古の形容詞」
 野島本泰 「ブヌン語の「連続動詞構文」」
第 19 回　2009 年 6 月 17 日（水）14:30 – 17:00
 富田愛佳 「『車里訳語』の声調記号について」
 野島本泰 「ブヌン語の「前置詞」」
第 20 回　2009 年 7 月 15 日（木）14:30 – 17:00
 長田俊樹 「ムンダ語の感情語」
 大西正幸 「ベンガル語の “expressives”」
第 21 回　2009 年 9 月 30 日（木）14:30 – 17:00
 稲垣和也 「ナゴヴィシ・シベ語における類別辞の形態法と意味論」




第 23 回　2009 年 11 月 25 日（木）14:30 – 17:00
 野島本泰 「ブヌン語における代名詞語幹からの動詞派生」
 稲垣和也、富田愛佳
   “International Symposium on Grammar Writing:
   Theoretical, Methodological, and Practical Issues” に参加して
インダス・プロジェクト年報 2009
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第 24 回　2009 年 12 月 16 日（木）14:30 – 17:00
 千田俊太郎 「東シンブー諸語トーンの新資料 : ゴリン語、ユリ語、スワウェ語を中 
   心に」
第 25 回　2010 年 1 月 7 日（金）14:30 – 17:00
 大西正幸 “CV reduction in South Bougainville Languages”
 『地球研言語記述論集 2』の各原稿の検討と連絡事項の確認




















残念ながら DNA を抽出することはできなかった。4500 年前という古さと、気温や湿度の状況
が DNA 分子を骨の中からすべて流出されてしまったのかもしれない。
（文責　斎藤成也）
